
　

昨
年
に
引
き
続
き
、
今
年
も
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
防
止
の
た
め
、
卒

業
生
同
窓
会
入
会
式
は
中
止
と
な
り
ま

し
た
。
第
73
回
卒
業
期
幹
事
の
皆
さ
ん

に
は
同
窓
会
長
か
ら
お
祝
い
の
言
葉

を
、
事
務
局
か
ら
は
幹
事
の
役
割
等
の

説
明
を
行
い
ま
し
た
。

　

前
号
卒
業
期
幹
事
欄
に
誤
り
が
あ
り

ま
し
た
。
お
詫
び
し
て
訂
正
い
た
し
ま

す
。

　
前
澤
遙
香
↓
前
澤
遥
香

　

高
橋
一
義
さ
ん
は
、
産
業

用
イ
ン
ク
ジ
ェ
ッ
ト
装
置
の

開
発
・
製
造
・
販
売
を
手
が

け
る
株
式
会
社
ト
ラ
イ
テ
ッ

ク
の
代
表
取
締
役
。
事
業

所
は
市
内
軽
井
川
の
フ
ロ
ン

テ
ィ
ア
パ
ー
ク
内
に
あ
る
。

夢
の
森
公
園
が
近
く
に
あ
っ

て
環
境
は
抜
群
だ
。

　

高
橋
さ
ん
は
横
浜
国
立
大

学
電
機
工
業
系
の
学
部
を
卒

業
後
、
キ
ャ
ノ
ン
に
入
社
。

１
９
９
４
年
に
キ
ャ
ノ
ン
の

下
請
け
を
行
う
高
橋
設
計
事

務
所
を
創
業
し
、
98
年
に
改

組
の
上
、現
在
の
ト
ラ
イ
テ
ッ

ク
を
設
立
し
た
。ト
ラ
イ
テ
ッ

ク
で
は
キ
ャ
ノ
ン
と
は
独
立

し
た
事
業
を
展
開
し
て
い
る
。

　
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
パ
ー
ク
内

の
本
社
の
ほ
か
、
中
国
に
支

店
を
持
ち
、
中
国
人
ス
タ
ッ

フ
も
働
い
て
い
る
。
新
型
コ

ロ
ナ
感
染
症
の
影
響
で
前
年

は
苦
戦
を
強
い
ら
れ
た
が
、

今
で
は
回
復
基
調
に
あ
り
、

中
止
を
余
儀
な
く
さ
れ
て
い

た
工
場
の
拡
張
に
も
近
く
着

手
す
る
計
画
だ
。

　

社
名
の
ト
ラ
イ
テ
ッ
ク
は

画
像
処
理
と
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア

技
術
、
ハ
ー
ド
ウ
ェ
ア
技
術

の
３
つ
を
主
体
と
す
る
と
こ

ろ
か
ら
「
３
（
ト
ラ
イ
）」
と

テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
を
合
わ
せ
た

も
の
。
そ
の
技
術
力
を
頼
っ

て
国
内
外
か
ら
引
き
合
い
が

多
く
、
取
引
先
も
建
材
や
自

動
車
、
エ
レ
ク
ト
ロ
ニ
ク
ス

関
連
と
多
彩
だ
。

　

す
で
に
品
質
を
保
証
す
る

Ｉ
Ｓ
Ｏ
９
０
０
１
と
２
０
１

５
の
認
証
を
取
得
し
て
お

り
、
今
年
は
第
38
回
優
秀
経

営
者
顕
彰
で

日
刊
工
業
新

聞
社
賞
を
受

賞
し
た
。

　

成
長
産
業

と
し
て
創
業
以

来
、
順
調
に
推

移
し
て
き
た
。

新
型
コ
ロ
ナ
感

染
症
で
厳
し
い

状
況
に
変
わ
り

は
な
い
が
、
現

在
で
は
ズ
ー
ム

を
活
用
、台
湾
、

韓
国
、
フ
ィ
リ

ピ
ン
、
中
国
、

米
国
と
商
談
を
進
め
て
い
る

と
い
う
。
中
国
語
は
中
国
出

身
の
社
員
が
通
訳
し
て
い
る
。

　
柏
崎
高
校
の
現
役
在
校
生

に
向
け
て
は
「
こ
れ
か
ら
は

頭
脳
の
時
代
。
ア
イ
デ
ア
で

勝
負
し
て
ぜ
ひ
自
己
実
現
を

図
っ
て
ほ
し
い
」
と
激
励
の

言
葉
を
寄
せ
た
。

　
趣
味
は
囲
碁
と
将
棋
の
観

戦
と
い
う
。「
見
る
だ
け
」
と

段
位
は
明
か
さ
な
か
っ
た
が

強
そ
う
な
雰
囲
気
を
醸
し
出

し
て
い
た
。

　
定
年
を
迎
え
、
今
年
の
三

月
を
も
ち
ま
し
て
柏
崎
高
等

学
校
を
最
後
に
退
職
い
た
し

ま
し
た
。
怒
涛
の
紙
面
を
お

借
り
し
て
、
一
言
御
挨
拶
と

御
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　
柏
崎
高
等
学
校
は
、
昔
水

球
の
生
徒
を
引
率
し
て
何
度

も
訪
ね
た
学
校
で
あ
り
、
着

任
し
た
時
は
何
か
縁
を
感
じ

ま
し
た
。
三
年
間
と
い
う
短

い
時
間
で
し
た
が
、
歴
史
と

実
績
か
ら
責
任
の
重
さ
を
感

じ
つ
つ
、
校
風
を
尊
重
し
な

が
ら
進
路
希
望
の
達
成
と
人

間
的
な
成
長
を
目
指
し
、
最

後
ま
で
や
り
が
い
を
感
じ
て

勤
め
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

在
任
中
同
窓
の
皆
様
に

は
、
学
校
の
教
育
活
動
に
御

理
解
と
御
支
援
を
い
た
だ
き

感
謝
を
申
し
上
げ
ま
す
。
ま

た
、
総
会
等
に
お
招
き
い
た

だ
き
、
様
々
な
年
代
の
方
か

ら
話
を
お
聞
き
し
ま
し
た
。

温
か
な
エ
ー
ル
を
い
た
だ
き

な
が
ら
楽
し
く
交
流
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
高
校
生
活
は
長
い
人
生
に

　
現
在
、
柏
崎
市
役
所
に
勤

務
し
て
お
り
ま
す
南
波
あ
ゆ

み
と
申
し
ま
す
。
就
職
を
機

に
県
外
の
大
学
か
ら
戻
っ
て

き
ま
し
た
。
柏
崎
市
は
、
高

校
時
代
の
思
い
出
が
た
く
さ

ん
詰
ま
っ
た
愛
着
の
あ
る
ま

比
べ
る
と
わ
ず
か
三
年
間
と

い
う
短
い
期
間
で
す
が
、
自

己
の
確
立
や
生
涯
に
わ
た
る

人
間
関
係
の
構
築
な
ど
、
そ

の
後
の
人
生
に
影
響
す
る
重

要
な
時
期
で
す
。
そ
の
高
校

で
の
経
験
や
意
識
を
共
有

し
、
つ
な
が
り
を
持
つ
こ
と

の
で
き
る
同
窓
は
、
大
切
な

財
産
で
は
な
い
か
と
思
い
ま

す
。
学
校
創
立
百
二
十
周
年

を
迎
え
、
同
窓
会
の
益
々
の

御
発
展
と
土
田
会
長
様
始
め

同
窓
の
皆
様
の
御
健
勝
を
御

祈
念
申
し
上
げ
ま
す
。

ち
で
す
。
そ
ん
な
柏
崎
か
ら

老
舗
の
お
店
や
大
型
の
商
業

施
設
が
次
々
と
な
く
な
り
、

寂
し
さ
と
同
時
に
危
機
感
を

感
じ
、
何
か
少
し
で
も
柏
崎

に
貢
献
し
た
い
と
思
い
ま
し

た
。
ま
た
、
県
外
に
出
て
、

外
か
ら
柏
崎
市
を
見
る
こ
と

で
自
然
の
豊
か
さ
や
暮
ら
し

や
す
さ
な
ど
の
魅
力
に
気
づ

き
、
Ｕ
タ
ー
ン
就
職
を
決
意

し
ま
し
た
。

　
社
会
人
と
し
て
働
き
始
め

た
こ
ろ
は
、
分
か
ら
な
い
こ

と
ば
か
り
で
不
安
や
悩
み
も

多
か
っ
た
の
で
、
家
族
が
そ

ば
に
い
て
支
え
て
く
れ
る
こ

と
に
と
て
も
助
け
ら
れ
ま
し

た
。
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
で
は
、

地
元
の
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
チ
ー

ム
に
入
っ
て
い
て
、
幅
広
い

年
代
の
方
と
活
動
し
た
り
、

同
期
や
友
人
と
ド
ラ
イ
ブ
や

市
内
の
ご
飯
屋
さ
ん
を
巡
っ

た
り
し
て
い
ま
す
。
近
く
に

家
族
や
友
人
が
い
て
、
慣
れ

親
し
ん
だ
場
所
で
、
仕
事
も

プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
も
充
実
し
た

日
々
を
過
ご
す
こ
と
が
で

き
、
戻
っ
て
き
て
良
か
っ
た

な
と
思
い
ま
す
。　
　
　
　

　
最
後
に
柏
崎
市
で
は
、
市

内
の
情
報
を
発
信
し
て
い
る

「
柏
崎
フ
ァ
ン
ク
ラ
ブ
」
が

あ
り
ま
す
。
現
在
九
千
六
百

人
以
上
の
方
か
ら
ご
入
会
い

た
だ
い
て
お
り
ま
す
。
Ｕ
・

Ｉ
タ
ー
ン
の
情
報
も
確
認
で

き
ま
す
の
で
、
ご
入
会
頂
け

る
と
嬉
し
い
で
す
。
よ
ろ
し

く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

産
業
用
イ
ン
ク
ジ
ェ
ッ
ト
と
そ
れ
を

操
作
す
る
社
員

　

明
治
に
入
り
柏
崎
町
は
危

機
的
状
況
に
あ
り
ま
し
た
。

一
つ
は
経
済
的
な
こ
と
、
も

う
一
つ
は
四
度
の
大
火
で

す
。

　

嘉
永
六
年（
一
八
五
三
年
）

の
ペ
リ
ー
来
航
で
、
幕
藩
体

制
は
ゆ
ら
ぎ
ま
す
。
徳
川
慶

喜
に
よ
る
藩
籍
奉
還
で
徳
川

幕
府
は
倒
れ
ま
し
た
が
、
藩

は
ま
だ
廃
止
さ
れ
ず
、
財
政

は
困
窮
し
て
い
ま
し
た
。
い

わ
ゆ
る
特
権
商
人
と
い
わ

れ
、
藩
に
た
よ
っ
て
い
た
こ

の
地
方
の
商
人
達
は
、
没
落

し
て
い
き
ま
し
た
。
蔵
米
回

船
問
屋
小
熊
家
は
明
治
初
年

当
時
の
金
で
五
万
円
を
桑
名

藩
に
貸
出
し
ま
し
た
。
星
野

藤
兵
衛
は
、
北
陸
道
総
督
に

一
万
八
千
円
の
戦
費
負
担
を

し
て
い
ま
す
。
そ
れ
ぞ
れ
現

在
の
金
額
に
し
て
、
数
十
億

か
ら
数
億
の
単
位
で
す
が
、

い
ず
れ
も
回
収
不
能
で
し

た
。
こ
れ
ら
は
既
に
述
べ
た

よ
う
に
、
藩
米
の
取
扱
い
、

新
田
開
発
、
回
船
業
等
で
た

く
わ
え
た
富
で
し
た
。

明
治
政
府
の
成
立

　

明
治
政
府
の
成
立
は
、
藩

を
背
景
に
し
て
い
た
こ
れ
ら

の
事
業
に
壊
滅
的
な
打
撃
を

あ
た
え
ま
し
た
。
戊
辰
戦
争

で
薩
長
軍
に
協
力
し
た
星
野

藤
兵
衛
は
、
そ
の
功
に
よ
り

す
す
め
ら
れ
た
官
職
を
固
辞

し
、
戦
乱
で
売
れ
な
く
な
っ

た
東
北
蚕
糸
を
、
政
府
の
内

命
を
う
け
て
資
産
を
あ
げ
て

買
い
つ
け
、
横
浜
へ
送
り
ま

し
た
が
、
品
質
不
良
で
売
れ

ず
、
あ
て
に
し
て
い
た
政
府

へ
の
融
資
が
回
収
で
き
ず
、

家
財
を
売
り
は
ら
い
一
人
で

債
務
を
か
ぶ
り
、
没
落
し
て

い
き
ま
し
た
。
旧
藩
主
松
平

定
敬
の
た
め
に
用
意
し
た
御

殿
は
、
今
の
剣
野
小
学
校
の

と
こ
ろ
で
す
。
こ
の
後
、
星

野
家
は
学
問
の
道
に
進
み
ま

し
た
。
一
族
か
ら
は
鵜
水
、

鏡
里
、介
堂
の
学
者
が
出
て
、

比
角
に
学
塾
を
ひ
ら
き
、
比

角
小
学
校
の
基
礎
を
つ
く
り

ま
し
た
。
明
治
六
年
、
比
角

校
が
設
置
さ
れ
、
介
堂
は
校

長
と
な
り
ま
す
。
以
後
も
比

角
校
、
柏
崎
校
の
校
長
を
息

子
達
が
つ
ぎ
ま
し
た
。

　

明
治
に
な
り
領
主
へ
の
軍

上
金
や
口
銭
が
な
く
な
り
、

か
つ
て
き
び
し
い
制
限
の

あ
っ
た
江
戸
十
組
問
屋
も
な

く
な
り
、
自
由
な
営
業
が
で

き
る
よ
う
に
な
っ
た
縮
商
人

達
は
、
柏
崎
の
経
済
の
半
分

を
に
な
い
ま
し
た
。
し
か
し

そ
れ
で
も
次
第
に
不
振
の
波

が
お
し
よ
せ
て
き
ま
し
た
。

天
明
年
間
（
一
七
八
一
〜

八
八
）
に
は
二
十
万
反
あ
っ

た
取
扱
い
高
が
、
明
治
五
年

十
二
万
反
、
同
二
十
年
に
は

七
万
反
、
三
十
三
年
に
は
、

と
う
と
う
三
万
五
千
反
に
ま

で
落
ち
こ
み
ま
し
た
。

　

幕
府
が
た
お
れ
、本
丸
納
、

大
奥
納
、
御
所
廻
等
の
大
口

需
要
が
一
挙
に
な
く
な
り
、

綿
花
の
普
及
も
あ
っ
て
、
明

治
末
に
は
衰
退
し
て
い
き
ま

し
た
。

　

前
述
の
維
新
に
活
躍
し
た

星
野
藤
兵
衛
の
こ
と
で
す

が
、
幕
末
柏
崎
の
町
年
寄
、

大
庄
屋
を
つ
と
め
た
中
村
家

は
四
代
七
十
年
に
わ
た
っ

て
、
雄
右
衛
門
、
篤
之
助
と

受
け
つ
が
れ
、
書
き
と
め
ら

れ
た
町
会
所
御
用
留
に
は
、

藤
兵
衛
の
記
述
が
一
行
も
あ

り
ま
せ
ん
。
ど
う
し
た
こ
と

で
し
ょ
う
か
。
中
村
家
は
船

旧
家
、
米
問
屋
の
御
用
達
商

人
で
し
た
。
最
後
の
篤
之
助

は
、
新
設
の
役
場
の
書
記
に

な
り
、
か
つ
て
自
身
が
す
べ

て
差
配
し
た
役
場
の
使
用
人

に
な
り
ま
し
た
。
筆
頭
大
庄

屋
の
中
村
家
も
終
わ
り
ま
し

た
。
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柏
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教え子 東京五輪へ…教え子 東京五輪へ…教え子 東京五輪へ…トライテック社内にある見本ルームで高橋一義社長教え子 東京五輪へ…教え子 東京五輪へ…教え子 東京五輪へ…教え子 東京五輪へ…トライテック社内にある見本ルームで高橋一義社長教え子 東京五輪へ…教え子 東京五輪へ…トライテック社内にある見本ルームで高橋一義社長教え子 東京五輪へ…教え子 東京五輪へ…トライテック社内にある見本ルームで高橋一義社長教え子 東京五輪へ…

卒業回(卒業年/月） 件数 納入額
〔柏崎中学校〕
38回(昭和17/３） 3 6,000
39回(昭和18/３） 1 2,000
40回(昭和19/３） 4 8,000
41回(昭和20/３） 10 20,000
42回(昭和20/３） 13 26,000
43回(昭和21/３） 4 8,000
44回(昭和22/３） 9 18,000
45回(昭和23/３） 4 8,000
46回(昭和24/３） 1 2,000
〔柏崎高等学校〕
１回(昭和24/３） 4 8,000
２回(昭和25/３） 12 24,000
３回(昭和26/３） 28 56,000
４回(昭和27/３） 31 62,000
５回(昭和28/３） 32 66,000
６回(昭和29/３） 51 102,000
７回(昭和30/３） 42 84,000
８回(昭和31/３） 52 106,000
９回(昭和32/３） 52 104,000
10回(昭和33/３） 51 102,000
11回(昭和34/３） 66 132,000
12回(昭和35/３） 43 86,000
13回(昭和36/３） 54 108,000
14回(昭和37/３） 69 138,000
15回(昭和38/３） 49 96,000
16回(昭和39/３） 59 118,000
17回(昭和40/３） 69 138,000
18回(昭和41/３） 100 202,000
19回(昭和42/３） 80 160,000
20回(昭和43/３） 101 202,000
21回(昭和44/３） 59 118,000
22回(昭和45/３） 67 136,000
23回(昭和46/３） 76 152,000
24回(昭和47/３） 47 94,000
25回(昭和48/３） 58 117,000
26回(昭和49/３） 42 93,000
27回(昭和50/３） 64 128,000
28回(昭和51/３） 74 150,000
29回(昭和52/３） 46 92,000
30回(昭和53/３） 59 120,000
31回(昭和54/３） 52 103,000

卒業回(卒業年/月） 件数 納入額
〔柏崎高等学校〕
32回(昭和55/３） 30 60,000
33回(昭和56/３） 35 72,000
34回(昭和57/３） 21 42,000
35回(昭和58/３） 37 74,000
36回(昭和59/３） 19 38,000
37回(昭和60/３） 23 48,000
38回(昭和61/３） 19 38,000
39回(昭和62/３） 17 36,000
40回(昭和63/３） 12 24,000
41回(平成元/３） 24 50,000
42回(平成２/３） 19 38,000
43回(平成３/３） 18 36,000
44回(平成４/３） 9 18,000
45回(平成５/３） 11 22,000
46回(平成６/３） 12 24,000
47回(平成７/３） 14 28,000
48回(平成８/３） 2 4,000
49回(平成９/３） 9 18,000
50回(平成10/３） 7 14,000
51回(平成11/３） 4 8,000
52回(平成12/３） 5 10,000
53回(平成13/３） 9 18,000
54回(平成14/３） 5 10,000
55回(平成15/３） 5 10,000
56回(平成16/３） 5 10,000
57回(平成17/３） 6 12,000
58回(平成18/３） 5 10,000
59回(平成19/３） 4 8,000
60回(平成20/３） 8 16,000
61回(平成21/３） 3 6,000
62回(平成22/３） 5 10,000
63回(平成23/３） 4 8,000
64回(平成24/３） 12 24,000
65回(平成25/３） 9 18,000
66回(平成26/３） 6 12,000
67回(平成27/３） 12 23,000
68回(平成28/３） 7 14,000
69回(平成29/３） 2 4,000
70回(平成30/３） 3 6,000
71回(平成31/３） 14 28,000
72回(令和２/３） 20 40,000

計 2,229 4,484,000

◆ 会費（同窓会運営費）を納めていただき、誠にありがとうございます。
◆ 会の円滑な運営のため、今後とも皆さまのご協力をお願い申し上げます。

運営費納入のお知らせ
（令和２年6月1日～令和３年5月31日）
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　皆様、元気でお過ごしでしょうか？　私達は日本海の波音１）を聴いて育ちました。夏、
祇園花火が響く浜で２）、冬、灰色の海の向こうの佐渡を超えたら、きっと拡がっている
ユーラシア大陸の閉塞感を感じていました・・・その西端には大航海時代を切り開い
た街リスボン３）があります。
　物書きになりたいと漠然と思っていました。自然科学も捨て難く、物理学を学びました。真理があるならば千
年の歴史の淘汰に耐えたその中にある・・聖書、古典を、そして現実に生きる人を見つめました・・美しく自然
を語る言葉、量子力学、統計力学を学びました。オイルショック後に核融合を学びました。輝く太陽は開放系で
すが、トカマクは閉鎖系でエネルギーの取り出しの困難さを感じました・・通信制高校で初めて物理を教えた生
徒の心臓の壁は不完全で授業中に顔色が刻々と変化します。命がけで学んでいました。この時が私の学びの原点
となりました。仏の原子炉から 137Cs 同位体を輸入して物性研究を始めました・・その後しばらくは世俗の記憶
がありません。
　138 億年前に時空が生まれ４）、xyz・ｔの四次元空間に私たちは生きています。相互作用における運動量は、エ
ネルギーは、波により伝播します。波の位相は無次元で 1/x, 1/y, 1/z・1/t の逆数次元の波数・振動数の四次元
逆空間との積となっています。総じて私はこの逆空間で研究を行ってきました。xyz 空間と波数空間を行き来で
きる電子顕微鏡を用いて“観る”ことができます。原子は美しく並んでいました（写真Ａ）。
　米国研究室メンバーは中国、印度、バングラデイシュと多様です。酸化物高温超電導体が発見され、論文は雑
誌投稿では間に合わず、インターネットによる情報交換が始まりました。留学生は天安門事件に抗議してシカゴ
の領事館に押しかけました。帰国して磁気記録、パルスレーザー成膜などナ
ノ構造に起因する機能性材料研究を行い､日本のバブル崩壊、ソ連崩壊、地震、
そして縁あって現職となりました。
　水の惑星である地球上の多くの化学反応、光合成、生命現象などは水の中
で生起します。分子は水分子の衣を着ています。もう一つの振動数逆空間で、
赤外線を用いて分子の振動を“聴く”研究を始めました。一個の生きている癌
細胞（写真Ｂ）の代謝や人工細胞膜、ＡＴＰの変化を測定しています。水中の
キレート反応で水素社会の鍵物質 Pd のナノネットワーク構造ができました。
　没個性の原子が結合し、分子となり、場の中で出会い、機序の連鎖となり
ます。人生も人との出会いの連鎖です。ゆく河の流れは細かく見れば水素結
合した水分子の集団運動。人の生業は大観の生々流転５）。そして私たちの銀
河系ですら great attractor に流れ込むラニアケア超銀河団の一粒６）。アミノ
酸分子から水分子を抜いて重合すると蛋白質となり、含まれる水素結合によ
り立体構造を形成し、然るべく所を得て機能を発現し、命となります。そし
てゲノム編集技術によりサピエンスは新しい人類へ変貌する７）…そんな歴史
の流れの中にいます。
　想えば素晴らしい師に、colleagues に出会いました。研究室を巣立った諸君は現在社会を支えています。テロ
メアは有限の長さで、出会う人の数は有限、であるからこそ同じ人生はありません８）。蒼茫の街９）に異なる人生
経路を歩いて普通に集える明日を待ちましょう。そしてまたお会いしましょう。

この原稿もサイバー空間の情報もいつか消えゆきます。
参照ＵＲＬは▼を https://www.youtube.com/watch?v= としてご覧ください。続くタイトルでも YouTube で検索
できます。
１）▼ z1BbGbdYu0k 柏崎の海、２）▼ qPHNcRlf9FU 柏崎 花火 2019、３）▼ cZXb_UWcUr0 リスボン旅行ガ
イド、４）▼ myFbRFOic40 宇宙創生の瞬間、▼ yDU-JCOBfrg　Kavli IPMU 村山斉氏講演
５） http://qsshc.mond.jp/cpaint/seiseirutenmarquees.html　横山大観　生々流転
６）▼ rENyyRwxpHo　Laniakea、７）▼ efzKz8QNs6w&t=3s ユヴァル・ノア・ハラリ 『21Lessons』、
８）▼ rEfb-i1scKE&t=163s こころの時代 ウォンウィンツァン、▼ XvCKV2iJtHM Stand Alone 森麻季
９）▼ lWWmEmyXsAQ 山下達郎 ｢蒼氓｣・｢踊ろよ、フィッシュ｣

（昨年総会で講演を予定しておりました石黒孝氏より特別のご寄稿をいただきました。）

観ること聴くこと念
おも

うことの話

東京理科大学　教授　石黒　孝 氏（高27回）
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帰ってきました柏崎！

南波あゆみ(高68回)
柏崎市総合企画部人事課

柏崎市より  5

幹事の皆さん


